
田んぼダム
の取組について

飯田環境保全会 佐倉市



佐倉市の現状
～豊かな自然と城下町としての歴史に育まれた文化のまち～

佐倉市は、千葉県北部、下総台
地の中央部に位置し、都心から
約40km、成田国際空港から約
15km、千葉市から約20kmの距離
にあります。
面積は約104㎢で、北部は印旛

沼に川が注ぎ、西部は首都圏の
ベッドタウン、東部・南部は農
村地帯が広がる中、工業団地が
立地し、緑豊かな自然と都市の
利便性をともに享受できるまち
です。



R5R4R3R2R1H30H29H28H27H26年度

24242324232320161110組織数

722.4713.0633.7651.6631.8632.5569.3471.7286.6276.2面積

佐倉市の多面的機能支払交付金実施状況
（令和５年度現在）

活動組織数 ２４組織

農地維持支払 ２４組織 活動面積722.4ha

資源向上支払（共同活動） １７組織 活動面積575.2ha

資源向上支払（長寿命化） １０組織 活動面積392.9ha

表：組織数の推移



飯田地区

京成佐倉駅

佐倉ｶﾝﾄﾘｰ倶楽部



飯田地区の概要

世帯数：約 世帯（うち農家組合 ）

農地面積：約 うち田約 、畑約

主な農作物：水稲 施設トマト 施設花卉 ゆり

露地野菜等

画像：飯田地区の空撮画像



飯田環境保全会 組織の概要 [多面的機能支払交付金事業]

構 成 員：約８０名（うち委員２０名）
取組面積：約４３ha
活動期間：第1期 平成24年度～平成30年度(平成26年度より長寿命化)

第2期 令和元年度～令和5年度

令和5年度 予算［交付金割合：国50％、県25％、佐倉市25％］
【共同活動】

［主な内容：用水管漏水修理,農道維持管理,猪対策,田んぼダム等］
予算額：2,636,531円（水田：4,300ａ×4,500円／10ａ＋繰越金）

（うち田んぼダムの取組：4,300ａ×300円/10ａ＝129,000円）
【長寿命化】

［主な内容：排水路改修工事］(令和4年度まで9か所実施）
予算額：1,568,397円（水田：4,300ａ×3,573円／10ａ＋繰越金）



・飯田地区は、印旛沼土地改良事業として昭和40年頃に圃場
整備・用水施設整備が行われ、約60年経過

・用水管は、コンクリート製のヒューム管で敷設され、接続
部分のゴムパッキンの経年劣化が漏水の主な原因

・これまでは、飯田地区の２年ごとに交代する役員（７名）
により漏水修理が行われていたが、高齢化等により大変な作
業となっていた

活動組織設立の経緯



飯田地区の役員７名と、環境保全会の委員等を合わせ、常
時20名程度により漏水修理が行われ、作業効率は格段に向上

用水管の漏水修理 農道脇の枝切り 長寿命化の取組（施行後）

飯田環境保全会設立後（ ～）





北印旛沼



北印旛沼

農林水産大臣 当時
視察場所



農林水産省の より







田んぼダムの取組
田んぼダムの必要性を感じた背景

・令和元年の大雨で印旛沼周辺水田 飯田地区含む が 週間冠水

・多面活動の中で〝田んぼダム〟への取組の話し合いを重ねた

・印旛管内ではどこも取り組んでいない

・飯田環境保全会がモデル地区的意味を説明し了解が得られた

下流域の飯田地区で取り組んで意味があるのか

収量が減ったらどうしてくれるのか・・・等の意見有



田んぼダムの取組
実施までの経緯

・多面活動の中で〝田んぼダム〟への取組の話し合いを重ねた

耕作への影響・収量が減らないか等

→ か月程度苗が伸びれば問題ないのでは

・飯田環境保全会がモデル地区的意味を説明し了解が得られた

印旛管内ではどこの地区も取り組んでいない

・ 軒の水田農家が対象区域内で約 耕作



田んぼダムの取組 飯田環境保全会

取組面積 約 ［単純貯留量：約 万ｔ（貯留深 の場合 ］

※収量が減る可能性がある場合は取り組まない

【取組例 コシヒカリの事例】

項 目 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 

水稲作付 
                     

(水管理) 
                     

田んぼダム

取組期間 

                     

 

植付 収穫 

深水 

浅水 中干 
間断 
かん水 かん水 

間断 
かん水 

落水 

設置 設置 取外し 取外し 設置 取外し 



通常水位

通常の排水

φ ㎜

排水路へ放流

排水路へ放流
排水路の負荷大

田面



約φ ㎜

φ ㎜

通常水位

〝田んぼダム〟装置 飯田方式

大雨時、
一時的に貯留

通常時排水

排水路へ放流
排水路の負荷小

排水路へ放流

田面



通常時排水





田んぼダム取組区域

取組面積：約



田んぼダムのイメージ

「田んぼダム」とは、水田の落水口に流水量を抑えるための堰板や小さ
な穴の空いた調整用の器具などを取り付けることで、水田に降った雨水を
時間をかけてゆっくりと排水し、水路や河川の水位の上昇を抑えることで、
水路や河川から溢れる水の量や範囲を抑える取組

田んぼダムなし
通常時

田んぼダムあり
雨天時

排水路 排水路

排水用の口のある塩ビ
管を既存の立ち上げ管の
上に取り付けることで、
大雨等降った際には、通
常より10cm程度高い水
位が確保できる

田んぼ

田んぼ
１０ｃｍ程度

飯田環境保全会の場合

雨天時において、通常より１０ｃｍ程度水位が上昇することで、10cm×田んぼの面
積分（30ha）容積としては、30,000m3（約３万トン）が一時的に貯水できる
なお、畔が痩せていたり、水稲の生育に影響があるほ場には実施しない



（水稲生育への影響は無い）



耕作者からの意見

・

・

・



耕作者のメリット
が感じられない

今後の普及・継続性

課題



➢行政から耕作者に〝田んぼダム〟の取

組促進を図る場合、耕作者から「収量

が減ったら補償してもらえるか」の問

いに返答できない

➢農地の多面的機能を更に発揮する為に

耕作者側から取組を進める必要がある

普及



簡易な装置では長続きしない

との検証結果あり

(新潟大学(吉川教授))

継続性



田んぼダムの取組結果
➢令和４年度

相応の大雨等がなかったため、

効果の検証はできなかった

➢令和５年度

５月と９月に大雨が降ったが、取組時期外で、

効果の検証ができなかった

➢次年度以降取組を継続



飯田環境保全会の〝田んぼダム〟

の取組が、令和 年 月 日付で、

国土交通省の「流域治水オフィ

シャルサポーター」に認定

→耕作者のモチベーション維持に期待

令和5年度:62の企業や団体が認定



右：読売新聞
令和 年 月 日朝刊千葉版

左：朝日新聞
令和 年 月 日朝刊千葉版



ご清聴ありがとうございました


